
 
ゆもと良太郎 プロフィール 

  
 昭和 51 年 5 月 10 日   

大田区大森生まれ（おうし座Ａ型）。大森幼稚園・大森第五小・
日大三中・日大三高を経て明治大学商学部貿易コース卒。大学在
学中より都議会議員秘書となる 

 平成 15 年 4 月 
大田区議会議員選挙に自由民主党公認若干 26 歳で初出馬、初当
選（5536 票）。66 候補者中 3 位 

 平成 19 年 4 月 
大田区議会議員選挙にて、2 期目の当選（5419 票） 

 平成 22 年 6 月 
自由民主党離党 

 平成 23 年 4 月 
大田区議会議員として 2 期 8 年間区民のみなさまのために働か
せていただきましたが、大田区の行政運営に疑問を感じ、大田区
議会議員 3 期目の選挙を出馬せず、大田区長選挙に出馬（1000
億円を超える巨大ハコモノ計画、区職員天下り先の外郭団体拡充
計画に真っ向から反対の意を唱える。また、積極的に民間投資を
大田区に集める区政運営を提言）するも当選ならず。しかしなが
ら、同区長選挙後、巨大ハコモノ計画、区職員天下りの外郭団体
拡充計画はともに STOP（進展していない） 

 平成 23 年 6 月 
苦杯を嘗めた区長選挙後、サラリーマンとして働きながら社会活
動に積極的に参加をする。また、衆議院議員渡辺孝一代議士事務
所スタッフとして、事務所運営のお手伝いをしながら国政と地方
自治の運営について学ばせていただく 

 平成 26 年  
日本政策学校に入学し、金野索一氏に師事し政策について学ぶ。
地元大田区で生まれ育ち、2 児の父親として大田区で子育てを
し、改めて地域社会の大切さを知りました。みなさまと共に、よ
り良い大田区をつくるために熱い思いで活動中 
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ゆもと通信 ２０１５年 第 ２号 

ゆもと良太郎事務所 

〒143-0011 東京都大田区大森本町 2-31-10 

TEL.03-3765-1464  FAX.03-3765-1482 

http://www.yumoryo-otacity.jp 

info@yumoryo-otacity.jp 

 お気軽にお問い合わせ下さい 

大田区 地元の 『ゆもと』  

http://www.yumoryo-otacity.jp/


 

  
 現在の日本社会には景気・雇用・社会保障・財政・子育て・

教育等々、多くの課題が山積しております。そして多くの有識

者が、問題を引き起こしている最大の要因が人口減少社会にあ

る事を指摘しております。街に活気を取り戻し、子供から高齢

者までみんなが協力しあい、笑顔と明日への希望に満ち溢れた

大田区を作る事が、人口減少を克服する第一歩であります。 

 

その為には 

○ 子どもの産み育てやすい社会作りを目指します 

○ 周産期医療の充実を図ります 

 

 

 

 

晩婚化と高齢出産の割合が増えています。少子化対策を考え

る上で、周産期医療の充実は重要度が高いと考えます。併せて

不妊治療に取り組む女性の支援を拡充すべきであると考えま

す。最近は、両親の実家近くに住み、出産・育児をサポートし

てもらう家庭が増えています。慣れ親しんだ地元大田区で、子

どもを産み育てやすい環境を整備することで、元気な子どもの

声が溢れる大田区を作っていきたい。。。次号から具体化した政

策を皆様にお示ししたいと思います。 

 

私、ゆもと良太郎は皆様のご支援のもと大田区

議会議員として二期八年間の職責を全うさせて頂き

ました。現在の日本は、人口減少社会・高齢化社

会への対応と、財政の健全化が非常に大きな課題

であります。社会の担い手が減り、支えられる高齢者

が増える状況の下、行政サービスの質の向上と継

続を両立させる為には、尚一層の官民の垣根を越

えた取り組みが重要になると確信をしております。 
 

大田区に愛着をお持ちの皆様と共に大田区の更

なる発展の為、必ずや皆様のご期待に応えられる

様、これからも政治活動を続け懸命な努力を重ねて

参りますことをお誓い申し上げます。 
 

ゆもと良太郎 

第一子出生時の母親の平均年齢  平成23年 30.1歳 

昭和50年 25.7歳 

（厚生労働省人口動態統計月報年計参照） 


